
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 あれこれと思いを馳せながら進める旅の準備も、また楽しいプロローグ。 

体調管理にも気を付け、一生の宝物になるような素晴らしい時間を、皆さんと

共に刻んできたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 
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NPO法人高崎第九合唱団 

いよいよパリへ！ 

まだまだ先だと思っていたパリへの海外演奏旅行が、いよいよ近づいてきました。

私にとっては第九合唱団に入団して初めての海外公演。まさか自分がこのような素晴

らしい機会に巡り会えるなんて、以前は想像もしなかったことです。 

歴史ある荘厳なサントゥスタッシュ教会。その美しい響きと空間に包まれながら歌うことを想像するだけ

で、今からワクワクします。 

演奏会はもちろんのこと、街を歩きながらその土地の空気や文化に触れることも、大きな楽しみのひとつ

です。海に浮かぶ世界遺産モン・サン・ミッシェルの神秘的な姿を見ること、歴史ある佇まいや美しい街並

みを巡り、芸術の都パリを肌で感じ満喫すること・・・。どれもかけがえのない思い出になりそうです。

＊結団式、９月６日(日)１７：００集合 （遅れないように） 17:00 旅行社説明 17:30 結団式 （ホテルメトロポリタン高崎）        ＊出発日 10 月 10 日（土）午前 4時 高崎駅集合                  

                                

高崎第九合唱団 Aｌｔ.L  角田 もと江 

 

〇教会の響きへの心構え 

サントゥスタッシュ教会は天井が非常に高く残響が長い教会で、音がふわっ

と広がる良さがある反面、発音がぼやけやすい空間です。このため、耳に頼る

と「遅れて聞こえる音」に引っ張られがちです。「耳より目」を優先し、指揮

者に合わせる事に注力します。（リハで感覚をつかんでいきましょう。） 

〇発声の基本方針 

長い残響の中では、強く押し出した声よりも、息に乗った柔らかい声の方が遠くまで通り、合唱全体の響きも濁り

にくくなります。フォルテの時でも「響きの密度」を上げるつもりで、物理的な大声にしない事が大切です。 

また、体が固まると、せっかくの教会の響きを受け止めきれず、美しいハーモニーになりません。重心が安定して

いると、教会の床から響きをもらうような感覚になり、発声も楽になります。天井に向かって「縦に伸びる」イメー

ジで、体の中に響きの通り道を作るようにしましょう。 

〇礼拝堂としてのマナー 

サントゥスタッシュ教会は、コンサート会場であると同時に現役のカトリック教会で、典礼と芸術文化の両方を

大切にしている教会です。私語を慎み、特に落ち着いた所作を心がけましょう。 

パリ公演の合唱ポイント 


